
紀

脳

。

皆

川
桃
川
の
子
悠
知
等
と
交
h

り
、
時
郷
の
後
子
弟
に

ド
ヒ
ョ
ウ
ウ
ン
土
肥
養
露

天

正

十

三
年
初
め

一
教
授
し
た
が
、
文
化
十
四
年
そ
の
巡
回
目
に
借
り
、
門

て
前
川
利
家
に
付
へ
て
八
円
偵
を
制
し
た
。
そ
の
子

一
人
怒
川
削
減
っ
て
裕
仰
を
抽
出
積
比
昨
紳
祉
の
嗣
問
に
磁

庄
兵
衛
の
昨
武
陳
氏
を
抑
制
し
、
五
代
庄
兵
衛
知
川
に

一
て
た
。
論
制
加
本
・易
保
僻
の
九
告
が
あ
る
。

主
っ
て
叫
び
土
肥
氏
に
復
し
た
。

一

ト
ベ
リ
ツ
ド
ウ
戸
部
栗
堂
邸
内
同
郡
能
育
部
下

ド
ヒ
ラ
ヤ
マ
土
平
山

村
つ

岡
京
都
谷
内
の

一
の
入
。
泊
抑
制
名
次
兵
衛
o
鋭
は
栗
堂
。
幼
に
し
て
製

部
訴
か
ら
京
方
に
在
石
山
。
高
さ
制
上
測
定
三
二

O
一
を
好
み
、
長
じ
て
風
邪
を
附
し
、
側
諸
を
資
札
に
県

米
0

.
地
質
抑
石
安
山
出目。

一
ん
で
門
弟
が
多
か
っ
た
。
天
保
十
三
年
九
且
一
出
十
八

ト
プ
生
ケ

意
武

加
賀
滞
村
引
引
氏
の
家
臣
で
、

一
肢
を
以
て
授
。
そ
の
子
も
亦
名
次
兵
衛
と
群
し
、
左

俗
伎
と
し
て
刀
般
を
鍛
へ
た

o
m向
氏
。
加
州
住
際

一
右
と
枕
し
て
制
請
を
好
ん
だ
。

原
話
武
と
切
る
o
mぷ
永
頃
の
人
。

一

ト

ポ

キ

戸
保
木

河
北
郡
富
野
の
内
のれ
小
手。

ト
プ
ロ

飛
愉

白
山
制
限
私
記
に
、
務
滋
が
際

一

ト

ボ

シ

灯

羽
川
純
粋
遊
庄
に
闘
す
る
邸
前
。

王
山
の
綴
聞
に
苦
行
し
た
問
、
出
勿
凶
の
米
叫
聞
が
指

一

ト
ホ
シ
マ
ヤ
マ

遠
島
山

臥
主
抑
制
木
の
東
南

上
半
」
泌
泊
し
た
の
E
、
鉢
を
飛
ば
し
て
供
お
を
前
う
に
在
る
船
出
向
。

た
が
、
的
制
紳
郊
の
限
定
は
之
を
恨
ん
だ
。
是
に
於

い
て
船
巾
の
依
米
・
相
服
従
〈
同
一
川
の
如
く
飛
ん
で
償

王
山
の
あ
た
り
に
む
い
た
。
今
そ
の
在
加
を
依

・
飛

帥
引
と
名
づ
け
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
元
字
削刊
芯
に
務
読

が
白
山
で
鈍
し
た
と
あ
る
こ
と
を
邸
主
山
に
附
合
し

た
も
の
で
、
山
山
は
河
他
山
依
揮
す
村
、
飛
燃
は
同
制
戸

田
忠
山
を
さ
す
の
で
あ
る
。
天
文
日
記
八
年
十
二
且
四

日
に
加
州
飛
納
金
州
市
均
と
あ
る
金
泉
均
も
戸
室
の
山

鎚
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
ら
う
。

ト
ヒ
ーー
ト
ミ

ト
ブ
ロ
ゴ
ン
ゲ
ン

飛
櫓
権
現

金
持
野
川
千
手

院
の
寺
犯
に
、
飛
臥
刑
制
叩
到
木
地
裁
附
・
湖
特
・
不
動
・

愛
宕
・
白
山
縦
割
を
納
品
川
す
る
と
あ
る
。
千
手
院
は

も
と
白
山
富
の
朱
従
で
、
河
北
川
升
家
住
領
家
方
耐

久
村
袋
詰
の
氏
寺
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
制
戸
室
の
山

怒
を
到
っ
た
も
の
で
あ
る
。
飛
糾
縦
割
は
戸
室
椴
裂

に
同
じ
い。

ト
ベ
チ
テ
イ
戸
部
知
底

出
品
川
掛
徳
丸
の
人
。

泊
熔
彦
左
衛
門
。
宗
は
子
底
。
空
知
又
は
吾
平
と
蹴

し
、
例
名
を
大
乙
と
震
う
た
。
ほ
の
死
後
一
尽
に
出
て

' 

遠
島
山
披

J
タ
ナ
キ

ト
ホ
シ
マ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

ジ
ヨ
ウ
棚
木
域
。

ト
ホ
タ
シ
ゲ
カ
ズ

窪
田
重
由
民
泊
抑
制
御
右
術
門
。

組
封
入
京
次
の
辿
知
二

γ

円
五
十
石
を
受
け
、
後
史
に
百

石
を
加
へ
て
三
百
五
十
石
を
領
し
、
大
小
静

・
前
間

首
位
御
抱
守
容
を
終
、
正
徳
三
年
致
仕
し
て
不
門
と

悦
し
、
料
二
十
人
扶
持
を
受
け
た
。
事
保
三
年
三
且

什
二
日
段
、
事
年
八
十
五
。

ト
ホ
ダ
シ
ゲ
ツ
グ

遠

因
重
次
逝
群
勘
右
術
門
。

前
川
利
家
に
仕
へ
て
二
百
五
十
石
を
焚
け
、
大
坂
の

後
役
に
三
，
丸
川
知
際
で
敵
一
人
を
討
取
っ
た
。
そ
の

夜
年
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
が
、
嫡
子
又
右
衛
門
は
地
永

十
五
年
(
久
に
先
ん
じ
て
死
ん
だ
と
あ
る
。
子
政
附
々

滞
に
仕
へ
る
。

ト
ホ
ダ
ヨ
リ
チ
カ
遠
国
自
越
沼
抑
制
三
郎
太
夫
。

勘
右
衛
門
自
省
の
益
子
。
初
め
新
知
三
百
石
を
受
け

て
衣
小
怖
と
な
り
、
延
平
四
年
家
督
千
五
十
石
を
裂

い
で
待
合
引
制
に
列
し
、
鉱
延
三
年
御
歩
調
よ
り
次
第

に
界
逃
し
て
定
番
加
に
京
り
、
立
政
元
年
人
持
組
に

列
し
、
ご
年
二
且
イ
二
日
六
十
五
践
を
以
て
現
し
た
。

ト
ホ
ダ
ヨ
リ
ノ
ブ

遠
因
自
延

泡
都
校
五
郎
・
勘

右
術
門
。
突
は
自
久
。
天
保
三
年
家
借
を
受
け
て
千

三
百
五
十
五
石
を
領
し
、
人
持
組
に
列
し
た
。

ト
ホ
ダ
ヨ
リ
ヒ
サ

遠
因
自
久

活
椴
九
左
印
刷
門
・

誠
開
。
天
明
五
年
新
知
二
百
石
を
受
け
て
大
小
山
村
と

な
り
、
表
小
将
に
斡
じ
、
寛
政
二
年
父
三
郎
太
夫
白

調
の
千
五
十
石
を
相
綴
し
、
人
持
組
に
列
し
、
今
石

動
等
支
配
・公
車
場
奉
行
・
御
釘
用
場
奉
行
・
公
厚
相
蝿

奉
行
〈
再
任
〉
に
陪
任
し
・
天
保
三
年
五
且
致
仕
し
て

三
百
石
を
受
け
た
。

ト
ホ
ダ
ヨ
リ
ミ

遠
因
自
省
泊
桝
似
六
郎
・勘
右

衛
門
。
初
間
耐
震
明
璽
口
問
。
父
張
氏
の
也
知
三
百
五
イ

有
を
受
け
、
前
旧
宮
間
徳
の
御
部
屋
附
か
ら
、
御
附
大

小
将
番
顕
・御
附
御
側
小
綿
諮
問
等
を
縦
、
苧
保
九
年

二
百
一
告
を
加
へ
、
十
二
年
定
番
町
に
一士山り
、
一
刊
文
班

年
文
五
百
石
を
加
へ
て
千
五
十
石
を
領
し
、
人
持
組

に
列
し
、
大
組
頭
に
任
じ
、
延
亭
四
年
致
仕
し
て
意

哉
と
務
し
、
料
三
百
石
を
受
け
た
が
、
諸
政
元
年
残

し
た
。

ト
ホ
ヅ
カ

還
塚
一
一
グ
河
出
郷
金
抑
圧
に
邸

す
る
部
町
問
。
も
と
太
郎
兵
衛
壌
と
い
う
た
が
、
元副肺

十
=
一年
七
且
二
十
日
向
後
誠
一
段
と
抑
制
す
べ
き
こ
と
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
太
郎
兵
衛
爆
を
太
ら
へ
塚
と
飴
い
た

の
が
、接
約
し
て
誌
の
草
燃
に
な
っ
た
の
だ
と
い
ふ
。

ト
ホ
リ

逼

腿
応
部
能
稜
烏
庄
に
関
す
る
部
町問。

能
奇
名
跡
志
に
、『
迎
村
と
い
ふ
は
、
指
出
る
附
に
長

4
H
ヶ端
と
て
、
立
臼
長
者
住
み
て
今
に
長
者
屋
敷
あ
り
。

貨
を
納
め
し
所
と
て
、
三
銭
塚
な
ど
ι
二
宮
ふ
あ
り
。

今
に
礎

・
石
垣
な
ど
あ
り
。
梶
の
端
と
も
云
へ
る
も

あ
り
。
臨
へ
近
く
渡
し
あ
る
放
逝
村
と
云
ふ
。

一向
茂

の
践
し
と
云
ひ
て
瀬
嵐
村
へ
渡
る
出
。
』
と
目
配
す
る
。

ト
ホ
リ
ガ
ハ
ナ
温
ヶ
鼻

関
東
部
皆
且
部
釈
の

五
九
六

ー
ト
ノ
コ
マ
ス

北
方
に
在
る
脚
。
地
M
M
に
泊
断
と
す
る
。

ト
ホ
リ
デ
ン

週
間隔

引

川

珠

洲

都
内
山
の
内

の
小
字。

ト
マ
ス

斗
升

4
子
升
。

ト
マ
リ
デ
治
出

珠
洲
仰
山
内
総
の
内
の
小
芋
。

ト
マ
リ
ノ
マ
泊
ノ
澗
珠
洲
梢
応
紋
の
海
。
自

永
元
年
一
覧
記
に
馬
殺
の
大
附
か
ら
鰐
附
ま
で
の
聞

を
い
ふ
と
あ
る
。

ト
Z
コ
ウ
サ
イ

富
弘
済

金
持
の
人
。
告
を
指

般
加
(
初
代
d

に
製
び
、
技
批
遥
か
に
附
の
上
に
出
で

て
一
門
戸
を
限
っ
た
。

ト
主
主

富
田

いわ
フ

河
ル
山
川相
訓
上
庄
に
闘
す

る
m
w
m
。
政
M
T
m
e災
記
都
武
二
年
に
、『
一
手
は
惚
日

次
郎
栄
光
を
大
怖
に
て
三
千
除
府
、加
引
凶
住
人
林
・

百
冊
目
を
判
共
し
て
、
時
M
山山
・沼
山
を
ね
廻
hd、
伯
腕制

を
裕
子
に
こ
そ
向
ひ
け
れ
。
』
と
あ
る
。

ト
Z
主
ア
キ
マ
サ

富
田
詮
正

泊
都
町
期
五
作
。

医
長
十
九
日開
白大
坂
冬
役
に
足
腕
聞
を
勤
め
、
翌
年
の

役
に
阿
山
口
で
前

一
を
得
、除
千
二
一
白
石
に
一
全
っ
た
。

後
白
山
一
怖
に
仕
へ
て
子
孫
川
製
す
る
。

ト
芝
生
イ
チ
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ

富
田
市
十
郎

元

利

元
年
大
坂
刊
役
に
従
出
し
、
五
周
七
日
二

J

丸
川
口

で
討
死
し
た

o
m永
十
六
年
大
山
町
寺
侠
附
凶
利
治
の

従
阻
と
な
っ
た
沼
山
泊
兵
術
は
、
こ
の
前
十
郎
の
後

で
、子
M
m
永
約
し
た
が
、本
宗
は
越
に
節
約
し
た
。

ト
ξ
h
F
エ
モ
ン

富
田
右
衛
門

三
誌
記
に
は
右

衛
門
佑
と
も
右
衛
門
尉
と
も
す
る
。
下
総
直
苦
の
子
。

竹
間
刺
記
に
い
ふ

o
E
m下
総
は
八
千
石
除
の
俄
で

あ
っ
た
が
、
右
衛
門
は
奥
力
知
共
一
砥
石
を
鎖
し
、

そ
の
富
山
侯
前
間
利
次
に
ぬ
せ
し
め
ら
れ
た
時
、
入

千
石
を
嫡
子
阿
古
に
説
。
、
二
千
石
そ
致
仕
料
と
し

た
。
右
衛
門
は
白
山
に
赴
〈
を
欲
し
な
か
っ
た
岱
こ

の
命
を
得
た
の
で
あ
る
o
出
山
で
は
刷
出
の
延
子
縫

‘ー


